
研
究
所

所長　中沢 実

KIT AI Lab. 

ＡＩラボ
扇が丘キャンパス

研究キーワード
・ Deep Learning 
・ 画像認識
・ 自然言語認識
・ 脳波情報による意図推定
・ スマートホーム
・ Network Function Virtualization
・ ソフトウェアの脆弱性検査
・ 自律走行システム
・ Argument Reality
・ 侵入検知システム
・ Deep Learning学習環境の自動構築
・ 室内自動栽培システム

AIを様々な分野の既存技術と結びつけることでSociety5.0を実現
「ＡＩ」が我々の生活に大きくかかわってきている。iPhoneの
「Siri」やGoogleの「Google Home」といった、スマートフォン
の音声認識機能には、このAI技術が搭載され、我々はAIその
ものを意識することなく恩恵を日々享受している。特に深層学
習によってAI技術は飛躍的にその応用分野を拡大し、製造、金
融、医療、教育など様々な分野における課題について信頼でき
そうな“答え”を提供することに成功している。AI技術が係る新
しい技術やサービスが企業に収益をもたらす環境が整いつつ
ある状況の中で、これから社会で活躍する学生には、学科を問
わずAI技術を活用できる知識とスキルを身につけた人材とし
て、本学を卒業して欲しいと願っている。
本研究所は、
１） 社会に大きな影響を与えつつあるAI技術の適用方法に係

る研究の推進
２）AI技術を自社の業務やサービスに適用することに積極的な企業との共同研究の推進
３）AI技術の活用ができる技術者の育成のためのAI教育コンテンツの充実　
を目的としている。

▲室内自動栽培システム▲脳波で動く車椅子

RESEARCH THEME : 研究テーマ
他分野へのAI技術の適用
社会に大きな影響を与えつつあ
るAI技術の適用方法に係る研究
の推進

企業との共同研究
AI技術を業務やサービスに適用
する事に積極的な企業との共同
研究の推進

AI教育コンテンツの充実
AI技術の活用ができる技術者の
育成のためのAI教育コンテンツ
の充実

ほか

所長　蜂谷 俊雄
https://wwwr.kanazawa-it.ac.jp/wwwr/lab/KRK/

Institute for Urban and Architectural Studies of Historic Kanazawa

金沢歴史都市建築研究所
歴史都市金沢における都市・建築分野の総合的な研究機関
江戸時代初期に形成された街路網の多くが現代まで継承
され、各時代の特徴を示す景観・庭園・建築など藩政期から
の重層的な歴史的環境を今にとどめる金沢は、その魅力を
活かしたまちづくりが現在も継続している最大の都市であ
る。
金沢工業大学では、草創期から各専門研究者がこの金沢
の歴史的環境・空間に着目し、都市・まちづくり、景観、建築
の研究に継続して取り組んできた。また現在ではAR（拡張
現実）等の最先端のICT技術を導入し、城下町金沢の歴史
的資源を活かした未来型プロジェクトも進んでいる。
本研究所は、歴史都市金沢をテーマに各研究者が専門領域
を活かして進めてきた都市・景観・建築の学術的研究、各種
プロジェクトや社会貢献等の成果や活動を統合し、相互に
連携を図り、その成果を社会に発信する研究機関である。

◀︎金沢の街を古地図で散策できる 
iPhoneアプリ「古今金澤」の画面

▲重要伝統的建造物群保存地区指定時に調査を行った主計町

RESEARCH THEME : 研究テーマ

歴史的建造物の調査
・武家屋敷・町家・社寺建築・近

代和風建築の調査

古地図の解析
・地理情報システムによる城下

町の町割

ICT技術によるプロジェクト
・拡張現実による散策支援
・CGによる城下町の復原

研究キーワード
・ 古地図
・ 武家屋敷
・ 地理情報システム
・ CG
・ 拡張現実
・ 社寺建築
・ 近代和風
・ 用水
・ 都市景観
・ 景観デザイン
・ 市街地活性化
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